


















応用研究 非臨床 臨床研究・治験 実用化基礎研究フェーズ

研
究
開
発

支
援
基
盤

● 医工連携による医療機器
● 全く新しい治療法等（ウイルス療法、免疫療法、補充療法等）大学等発のシーズ 企業／ベンチャー等による研究・実用化の推進

シーズを育成し、国際水準の臨床研究・治験を実施

医薬品医療機器総合機構（PMDA）による支援

創薬支援ネットワーク

医療機器開発支援ネットワーク

革新的医療技術創出拠点

■橋渡し研究戦略的推進プログラム
大学等発のシーズを育成することで、臨床研究・
実用化へ橋渡しができる拠点の整備

橋渡し研究、臨床研究等に携わる
人材の育成、質の確保

■革新的医療シーズ実用化研究事業
拠点が育成したシーズ等を切れ目なく次のフェーズの臨床研究、医師主導治験として実施

■医療技術実用化総合促進事業等※

医療法に基づく臨床研究中核病院等が備える臨床研究支援基盤を活用し、
日本全体の医療技術実用化スキームの効率化、迅速化、標準化を推進

※中央IRB促進事業、ARO機能評価事業等

実
用
化（
市
販・医
療
現
場
へ
の
普
及
等
）

連携



応用研究 非臨床 臨床研究・治験 実用化基礎研究フェーズ

研
究
開
発

支
援
基
盤

● 医工連携による医療機器
● 全く新しい治療法等（ウイルス療法、免疫療法、補充療法等）大学等発のシーズ 企業／ベンチャー等による研究・実用化の推進

シーズを育成し、国際水準の臨床研究・治験を実施

医薬品医療機器総合機構（PMDA）による支援

創薬支援ネットワーク

医療機器開発支援ネットワーク

革新的医療技術創出拠点

■橋渡し研究戦略的推進プログラム
大学等発のシーズを育成することで、臨床研究・
実用化へ橋渡しができる拠点の整備

橋渡し研究、臨床研究等に携わる
人材の育成、質の確保

■革新的医療シーズ実用化研究事業
拠点が育成したシーズ等を切れ目なく次のフェーズの臨床研究、医師主導治験として実施

■医療技術実用化総合促進事業等※

医療法に基づく臨床研究中核病院等が備える臨床研究支援基盤を活用し、
日本全体の医療技術実用化スキームの効率化、迅速化、標準化を推進

※中央IRB促進事業、ARO機能評価事業等

実
用
化（
市
販・医
療
現
場
へ
の
普
及
等
）

連携































研
究
公
正
高
度
化
モ
デ
ル
開
発
支
援
事
業
は
、研

究
不
正
防
止
の
取
組
推
進
の
た
め
各
研
究
機
関
が

行
う
研
究
公
正
高
度
化
の
た
め
の
各
種
取
組
み
を

支
援
す
る
目
的
で
平
成
28
年
度
に
公
募
を
実
施

し
、研
究
倫
理
教
育
に
関
す
る
モ
デ
ル
教
材
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
の
開
発
で
８
課
題
、研
究
公
正
の
取

組
み
強
化
の
た
め
の
調
査
研
究
で
１
課
題
を
採
択

し
ま
し
た
。こ
の
事
業
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、開
発
し
た
モ
デ
ル
教
材
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
紹
介
す
る
成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、研
究
倫
理
教
育
の
教
材
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
活
用
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
い
ま
す
。

研
究
公
正
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

研究公正高度化モデル開発支援事業成果報告会運営事務局 (受付時間：月～金 9:30～18:00)
TEL:03-5362-0117　メール：amed190206@omc.co.jp

お申し込みはこちらから▶ https://omc-mice.net/amed190206/

お問い合わせ先

飯田 香緒里
市川 家國
江花 有亮
神里 彩子
瀬戸山 晃一

東京医科歯科大学産学連携研究センター長 教授

信州大学医学部 特任教授

東京医科歯科大学生命倫理研究センター 講師

東京大学医科学研究所 准教授

京都府立医科大学大学院医学研究科 教授

伏木 信次
前田 正一
松井 健志
河合 孝尚

京都府立医科大学研究開発・質管理向上統合センター長 特任教授

慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 教授

国立循環器病研究センター医学倫理研究部長

長崎大学 准教授

成果報告

開発した教材・プログラム等の詳細はこちらをご覧ください。
▶ https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/kaihatsusien_jigyo.html

パネルディスカッション「研究倫理教育の教材・プログラムの活用に向けて」

浅島 誠
田代 志門
札野 順
吉田 雅幸

帝京大学 特任教授

PO、国立がん研究センター生命倫理部長

PS、東京工業大学 教授

東京医科歯科大学 教授

菱山 豊 日本医療研究開発機構 理事

パネラー ファシリテーター

研
究
公
正
高
度
化
モ
デ
ル

開
発
支
援
事
業
成
果
報
告
会

無料
定員440名　要事前参加登録
定員に達し次第、受付を終了します

参
加
費

RIOネットワークメンバー
研究倫理教育担当者（講師、事務局員）
研究倫理教育に関心がある方

対 

象

13時～18時（12時15分開場）

一橋大学一橋講堂
東京メトロ 神保町駅または竹橋駅から徒歩４分

平成31年2月6日 水

主 催 研究公正・法務部
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